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12
月
13
日
か
ら
16
日
ま
で
４
日
間
を
会

期
と
し
て
開
催
し
、
報
告
４
件
の
ほ
か
、
選

挙
１
件
、
条
例
の
改
正
等
５
件
、
補
正
予

算
６
件
、
発
議
１
件
、
意
見
案
１
件
の
合

計
18
件
の
議
案
が
提
案
さ
れ
、
原
案
通
り

可
決
し
、
会
期
を
３
日
残
し
て
閉
会
し
た
。

◆
総
務
産
業
常
任
委
員
会
町
内
所
管
事
務

調
査
報
告
に
つ
い
て

◆
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
町
内
所
管
事
務

調
査
報
告
に
つ
い
て

◆
総
務
産
業
常
任
委
員
会
道
内
所
管
事
務

調
査
報
告
に
つ
い
て

◆
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
道
内
所
管
事
務

調
査
報
告
に
つ
い
て

－

　
詳
細
は
10
ペ
ー
ジ
～
12
ペ
ー
ジ
　

－

◆
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び
同
補
充
員

の
選
挙
に
つ
い
て

　

・
次
の
と
お
り
選
任
さ
れ
た
。

氏　

名

住　

所

備　

考

委　員

緒　

方　

通　

記

本
町
２

竹
之
内　

真
優
美

中　

央

鍋　

島　

拓　

信

本
町
５

萩　

谷　

素　

子

本
町
２

補充員

山　

本　

貴　

子

本
町
４

第
１
位

三　

浦　
　
　

睦

幸　

和

第
２
位

家　

入　

麗　

子

北　

浜

第
３
位

藤　

原　

峰　

夫

本
町
４

第
４
位

◆
地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自
治
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係

条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て

◆
町
長
等
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

◆
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

◆
議
会
議
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

◆
印
鑑
の
登
録
及
び
証
明
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

【
一
般
会
計
】

・
遠
別
農
業
高
等
学
校
活
性
化

　
（
未
来
を
担
う
人
材
育
成
施
設
建
設
）

　

推
進
事
業
補
助
金　
　

４
０
０
万
円
増

・
福
祉
灯
油
等
購
入
助
成
金

４
８
０
万
円
新
規

・
漂
流
船
解
体
撤
去
工
事４

２
０
万
円
新
規

◆
林
業
・
木
材
産
業
の
成
長
産
業
化
に
向
け

た
施
策
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書

　

提
出
者　

小
森
議
員

　

賛
成
者　

柏
谷
議
員
、
山
本
議
員

　

意
見
案
は
12
月
13
日
の
議
会
定
例
会
で

採
択
さ
れ
、国
の
関
係
機
関
に
送
付
し
た
。

第
８
回
定
例
会

報　
告

議会の主な動き
( 令和元年 11月～令和２年１月）
11月３日
遠別町表彰式に議長外議員７名出席
11月12～16日
全国町村議会議長大会及び留萌管内
町村議会議長会行政視察のため議長
東京都・島根県・鳥取県に出張
11月20日
第５回議会全員協議会開催
11月28日
第２師団長森下陸将を囲む会出席の
ため議長留萌市に出張
11月29日
第３回議会運営委員会開催
12 月３日
第６回議会全員協議会開催
１月６日
遠別町新年交礼会に議長外議員多数
出席
１月７日
遠別町消防団出初式に議長外議員５名
出席
１月９日
第１回議会報発行特別委員会開催
１月11日
留萌駐屯地新春交礼会出席のため
議長留萌市に出張
１月12日
遠別町成人式に議長外議員６名出席
１月17日
遠別商工会新年宴会に議長出席
１月27日
第２回議会報発行特別委員会開催
１月28日
遠別町老人クラブ連合会新年会に議長
出席

主
な
審
議
事
項

主
な
補
正
予
算

意
見
案
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町
立
国
保
病
院
の

あ
り
方
検
討
委
員
会
答
申

ー 「
有
床
診
療
所
」が
望
ま
し
い 
ー

　
遠
別
町
立
国
保
病
院
新
改
革
プ
ラ
ン
に

基
づ
き
ま
し
て
、
病
院
の
施
設
整
備
及
び

事
業
形
態
の
見
直
し
な
ど
に
関
し
て
の
検

討
を
行
う
た
め
、
平
成
31
年
２
月
に
設
置

い
た
し
ま
し
た
「
遠
別
町
立
国
保
病
院
の

あ
り
方
検
討
委
員
会
」
の
委
員
11
名
に
よ

り
、
第
１
回
会
議
を
平
成
31
年
３
月
28
日

に
開
催
し
、
７
回
の
検
討
委
員
会
に
て
議

論
と
検
討
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、
令
和
元

年
11
月
19
日
に
合
田
慶
光
委
員
長
か
ら
答

申
書
の
提
出
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
ご
報

告
を
い
た
し
ま
す
。
答
申
は
４
点
に
わ

た
っ
て
お
り
、
１
点
目
と
し
て
、
遠
別
町

の
将
来
人
口
の
推
移
を
考
え
る
と「
病
院
」

か
ら
「
有
床
診
療
所
」
へ
の
移
行
が
望
ま

し
い
。
２
点
目
と
し
て
、
病
床
数
は
有
床

診
療
所
の
上
限
で
あ
る
一
般
病
床
19
床
が

望
ま
し
い
。
３
点
目
と
し
て
、
移
転
候
補

地
は
、「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　

友
愛

苑
」
敷
地
内
の
町
有
地
が
適
地
と
考
え
ら

れ
る
。
４
点
目
と
し
て
、
有
床
診
療
所
と

し
て
移
転
新
築
し
た
場
合
も
、
今
ま
で
以

上
に
経
営
努
力
に
傾
注
し
、
経
営
の
健
全

化
に
努
め
る
と
と
も
に
医
師
２
名
体
制
な

ど
医
療
従
事
者
の
適
正
な
確
保
を
進
め
て

い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
な
ど
の
内
容
で
答

申
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
検
討
委
員

会
の
答
申
を
踏
ま
え
、
建
替
え
及
び
事
業

形
態
の
見
直
し
に
関
す
る
方
向
性
を
決
定

す
る
参
考
に
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

遠
別
農
業
高
等
学
校

男
子
寮
増
築

ー 

定
員
超
過
解
消
へ 

ー

　

10
月
10
日
、
議
会
臨
時
会
で
遠
別
農
業

高
等
学
校
を
守
る
会
へ
補
助
金
の
承
認
を

い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
直
ち
に
建
築
確
認

申
請
、
北
海
道
へ
の
建
築
承
認
申
請
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
建
築
確
認
申
請
に
つ

き
ま
し
て
は
、
10
月
25
日
に
確
認
済
証
の

交
付
を
受
け
、
北
海
道
か
ら
の
承
認
に
つ

い
て
は
、
11
月
１
日
付
け
で
承
認
通
知
を

受
け
て
お
り
ま
す
。
建
設
業
者
で
す
が
、

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
り
募
集
を
し
、

11
月
26
日
に
本
体
工
事
、
設
備
工
事
、
電

気
工
事
の
契
約
を
締
結
し
た
こ
と
を
遠
別

農
業
高
等
学
校
を
守
る
会
よ
り
報
告
を
受

け
て
お
り
ま
す
。
た
だ
、
冬
期
間
の
工
事

で
あ
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
除
雪
経
費
、
防

寒
養
生
費
、
電
気
設
備
等
の
経
費
が
増

え
、
工
事
費
が
増
額
に
な
り
ま
す
の
で
、

本
定
例
会
に
補
正
予
算
を
提
案
し
て
お
り

ま
す
。
男
子
寮
に
つ
き
ま
し
て
は
、現
在
、

定
員
を
超
え
て
い
る
状
態
で
、
次
年
度
以

降
、
新
入
生
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
適
切

な
生
徒
指
導
を
継
続
す
る
た
め
に
は
、
増

築
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
年
度
内
に
完

成
す
る
運
び
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後

と
も
、
遠
別
農
業
高
等
学
校
の
教
育
環
境

の
整
備
に
対
し
、
特
段
の
ご
理
解
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

町
長
か
ら
の
行
政
報
告
（
抜
粋
）　

第
８
回
定
例
会遠別町立国保病院の外観（1/8 撮影）　

建設（増築）中の男子寮（1/17 撮影）　
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第  

８  

回  

定  

例  

会  「  

一  

般  

質  

問  

」

１　
町
民
の
交
通
機
関
の
確
保

Ｑ
【
山
本
議
員
】　
今
、
全
国
的
に

人
口
減
少
か
ら
公
共
交
通
機
関
の
廃

業
や
、
運
転
手
が
確
保
で
き
な
い
た

め
、
運
行
数
を
削
減
す
る
な
ど
で
、

住
民
の
日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
し

て
い
る
。
高
齢
に
よ
り
車
を
手
放
す

と
、
バ
ス
と
ハ
イ
ヤ
ー
が
重
要
な
足

と
な
る
。
ま
し
て
や
、
行
政
報
告

で
、「
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
運
行
に
つ

い
て
、
小
・
中
学
生
の
通
学
や
交
通

弱
者
の
足
と
し
て
欠
か
す
こ
と
の
で

き
な
い
、重
要
な
交
通
手
段
で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
実
情
等
を
調
査

す
る
な
ど
運
行
形
態
の
見
直
し
を
行

い
、
よ
り
効
率
良
く
、
安
心
・
安
全

な
交
通
手
段
の
確
保
に
向
け
て
、
検

討
を
重
ね
て
い
く
」
と
あ
る
。
そ
こ

で
、
現
在
、
運
行
の
デ
マ
ン
ド
バ
ス

事
業
の
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
な
話
し
合
い
が
行
わ
れ
て
い
る

か
、
町
長
に
伺
う
。

Ａ
【
笹
川
町
長
】　
本
町
の
み
な
ら

ず
多
く
の
自
治
体
で
は
、
少
子
高
齢

化
、
人
口
減
少
、
マ
イ
カ
ー
の
普
及

に
よ
り
、
路
線
バ
ス
利
用
者
の
減
少

が
顕
著
で
、
バ
ス
事
業
者
が
撤
退
せ

ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
っ
て
い

る
。「
地
域
公
共
交
通
会
議
」
の
合

意
を
得
て
、「
デ
マ
ン
ド
バ
ス
」
と

し
て
、
平
成
24
年
４
月
か
ら
沿
岸
バ

ス
株
式
会
社
が
運
行
し
て
い
る
。

　
「
デ
マ
ン
ド
バ
ス
」
は
、
学
生
の

通
学
や
地
域
住
民
の
通
院
・
買
い
物

等
、
交
通
手
段
を
持
た
な
い
交
通
弱

者
の
足
と
し
て
、
欠
か
す
こ
と
の
で

き
な
い
重
要
な
交
通
手
段
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
来
年
10
月
以
降
、
ど
の
よ

う
な
運
行
形
態
が
い
い
の
か
、
地
域

の
移
動
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
交
通
手

段
の
確
保
に
向
け
、
現
在
、
旭
川
運

輸
支
局
及
び
留
萌
振
興
局
、
民
間
事

業
者
等
と
協
議
を
続
け
て
い
る
。
協

議
が
ま
と
ま
っ
た
時
点
で
「
地
域
公

共
交
通
会
議
」
の
合
意
を
得
て
、
町

民
皆
様
に
周
知
す
る
。

Ｑ
【
山
本
議
員
】　
関
係
機
関
と
の

協
議
が
具
体
的
に
ま
と
ま
る
時
期
は

い
つ
か
。

Ａ
【
笹
川
町
長
】　
民
営
、
公
営
に

か
か
わ
ら
ず
、
今
の
デ
マ
ン
ド
バ
ス

の
形
態
を
行
政
と
し
て
守
っ
て
い

く
。
心
配
の
無
い
よ
う
に
進
め
て
い

き
た
い
。

２　
補
聴
器
等
の
補
助

Ｑ
【
山
本
議
員
】　
聴
力
機
能
の
低

下
に
よ
り
、人
と
の
関
わ
り
の
中
で
、

何
度
も
聞
き
返
す
事
へ
の
心
苦
し
さ

や
、
聞
く
事
や
会
話
を
あ
き
ら
め
た

り
す
る
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
と
り
づ
ら
く
な
り
、
更
に
は
閉

じ
こ
も
り
、
抑
う
つ
状
態
、
認
知
症

等
々
、
難
聴
に
よ
る
生
活
の
不
便
は

多
く
の
高
齢
者
に
と
っ
て
大
き
な
問

題
で
あ
る
。

　
障
害
者
総
合
支
援
法
で
、
中
等
度

難
聴
者
の
高
齢
者
は
補
助
の
対
象
外

で
あ
り
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
聴
覚

障
害
等
級
の
一
番
低
い
６
級
で
は
、

両
耳
の
聴
力
レ
ベ
ル
が
70
デ
シ
ベ
ル

以
上
の
も
の
（
40
㎝
以
上
の
距
離
で

発
声
さ
れ
た
会
話
を
理
解
し
得
な
い

も
の
）
で
、
中
等
度
難
聴
は
、
40
デ

シ
ベ
ル
以
上
70
デ
シ
ベ
ル
未
満
で
、

（
補
聴
器
が
な
い
と
会
話
の
聞
き
取

り
が
難
し
い
）
と
さ
れ
て
い
る
。
地

方
公
共
団
体
の
本
来
の
役
割
で
あ
る

住
民
福
祉
の
増
進
、
や
さ
し
さ
あ
ふ

れ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
遠
別

町
独
自
の
補
聴
器
へ
の
補
助
に
対
し

て
、
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

Ａ
【
笹
川
町
長
】　
補
聴
器
の
購
入

補
助
は
、
聴
覚
障
が
い
の
身
体
障
害

者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
を
対
象
に
、

所
得
の
状
況
に
も
よ
る
が
、
購
入
費

用
の
９
割
を
市
町
村
が
支
給
し
て
い

る
。
聴
覚
障
が
い
に
よ
る
、
認
知
症

を
予
防
す
る
観
点
か
ら
、
人
と
の
会

話
を
通
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
る
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、
高
齢

者
の
聞
こ
え
の
支
援
の
推
進
と
し
て

補
聴
器
購
入
助
成
制
度
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
確
保
対
策
と

し
て
、有
効
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
両
耳
の
聴
力
レ
ベ
ル
40
デ
シ
ベ
ル

以
上
70
デ
シ
ベ
ル
未
満
の
場
合
な
ど

の
中
等
度
の
難
聴
者
は
、
身
体
障
害

者
手
帳
の
交
付
対
象
と
さ
れ
て
い
な

い
。
本
町
で
何
名
の
該
当
者
が
い
る

か
把
握
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。

　
高
齢
に
よ
る
難
聴
者
等
の
状
況
把

握
や
、
助
成
制
度
の
必
要
性
の
調
査

に
時
間
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

再
質
問

え
ん
べ
つ
の
こ
こ
が
聞
き
た
い
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Ａ
【
笹
川
町
長
】　
現
在
の
要
綱
は
、

対
象
を
高
校
生
以
上
の
団
体
と
し
て

い
る
。
事
業
の
目
的
の
一
つ
「
町
民

と
の
交
流
」と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、

町
内
団
体
か
ら
の
希
望
も
な
く
、
今

の
段
階
で
実
施
で
き
て
い
な
い
状
況

に
あ
る
。
道
内
の
合
宿
を
推
進
し
て

い
る
自
治
体
の
中
で
、
児
童
生
徒
の

団
体
ま
で
対
象
範
囲
を
広
げ
て
い
る

自
治
体
も
数
多
く
あ
る
た
め
、
本
町

に
お
い
て
も
、
よ
り
効
果
的
な
事
業

と
す
る
た
め
に
、
現
在
の
要
綱
を
改

正
し
、
事
業
対
象
の
範
囲
を
児
童
生

徒
の
団
体
ま
で
拡
大
す
る
方
向
で
教

育
委
員
会
と
協
議
し
た
い
。
ま
た
、

児
童
生
徒
へ
の
助
成
額
に
つ
い
て

は
、
今
ま
で
の
実
績
等
を
検
証
し
な

が
ら
、
事
業
目
的
に
あ
っ
た
適
正
な

額
を
設
定
し
た
い
。

議会からのたより
第41号

１　
農
業
後
継
者
へ
の
助
成

Ｑ
【
木
村
議
員
】　
全
国
的
に
農
業
後

継
者
不
足
に
よ
り
農
業
の
高
齢
化
が

進
ん
お
り
、
遠
別
町
に
お
い
て
も
深
刻

な
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
当
町
に
お
い

て
は
就
業
支
援
な
ど
に
よ
り
、
こ
こ
数

年
新
規
就
農
者
が
出
て
き
て
い
る
。
遠

別
町
で
は
、
農
業
委
員
会
が
中
心
と
な

り
、
農
業
後
継
者
相
談
所
が
立
ち
上
げ

ら
れ
、
農
業
後
継
者
育
成
に
努
力
し
て

い
る
が
具
体
的
な
成
果
が
乏
し
い
状
況

で
あ
る
。

　
道
東
の
浜
中
町
で
は
、
２
０
１
６
年

か
ら
、酪
農
業・漁
業・商
業
も
対
象
に
、

後
継
者
に
対
し
、
１
ヶ
月
５
万
円
の
助

成
を
３
年
間
続
け
る
制
度
を
設
け
、
１

年
目
に
６
名
、
２
年
目
に
３
名
の
後
継

者
が
で
き
た
と
聞
い
て
い
る
。
遠
別
町

に
お
い
て
も
農
業
後
継
者
等
へ
助
成
等

の
制
度
を
設
け
る
こ
と
は
で
き
な
い

か
。

Ａ
【
笹
川
町
長
】　
全
国
的
に
農
業
後

継
者
不
足
に
つ
い
て
は
、
高
齢
化
等
の

影
響
に
よ
り
深
刻
な
状
況
と
な
っ
て
お

り
、
本
町
に
お
い
て
も
同
様
の
課
題
を

抱
え
て
い
る
。
国
の
「
農
業
次
世
代
人

材
投
資
事
業｣

や
、
農
業
委
員
会
の
事

業
で
あ
る
「
農
業
後
継
者
対
策
補
助
金

制
度
」
を
活
用
し
、
農
業
後
継
者
相
談

所
を
通
し
て
、
農
業
後
継
者
の
確
保
と

農
業
実
習
生
の
受
け
入
れ
に
尽
力
し
て

い
る
。
ま
た
、
遠
別
町
新
規
就
農
者
誘

致
特
別
措
置
条
例
を
平
成
15
年
に
制
定

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
後
国

の
制
度
を
活
用
す
る
と
も
に
、
現
行
の

条
例
の
あ
り
方
を
含
め
、
町
と
し
て
新

た
に
支
援
制
度
の
制
定
に
向
け
て
検
討

し
て
い
る
。

　
今
後
も
、
農
業
情
勢
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
オ
ロ
ロ
ン
農
業
協
同
組
合
、
農
業

委
員
会
を
は
じ
め
と
し
た
各
団
体
と
連

携
し
意
欲
あ
る
担
い
手
の
確
保
と
持
続

的
な
農
業
経
営
、
更
に
は
経
営
安
定
化

に
向
け
取
組
む
事
が
不
可
欠
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

２　
パ
ロ
マ
ウ
ツ
ナ
イ
川
整
備

Ｑ
【
木
村
議
員
】　
数
十
年
に
一
度
と

い
う
大
雨
に
全
国
各
地
で
毎
年
襲
わ

れ
、大
き
な
被
害
が
報
道
さ
れ
て
い
る
。

遠
別
町
で
は
、
過
去
に
大
雨
に
よ
る
河

川
の
氾
濫
に
よ
り
、
丸
松
地
区
の
周
辺

の
住
宅
が
浸
水
被
害
に
遭
っ
た
。
そ
の

後
、
氾
濫
し
た
パ
ロ
マ
ウ
ツ
ナ
イ
川
の

氾
濫
対
策
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

か
伺
う
。

合
宿
の
ふ
る
さ
と
事
業

対
象
団
体
拡
大

Ｑ
【
山
下
議
員
】　
平
成
28
年
度
か

ら
本
事
業
が
始
ま
り
、
初
年
度
は
利

用
団
体
が
無
か
っ
た
と
の
こ
と
だ

が
、
２
年
目
か
ら
は
利
用
団
体
も
増

え
、
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。

現
在
、
本
事
業
要
綱
の
中
で
対
象
活

動
が
「
少
年
団
活
動
、
中
学
校
部
活

動
を
除
く
。」
と
な
っ
て
い
る
が
対

象
に
加
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

対
象
を
増
や
す
こ
と
に
よ
り
、
交
流

人
口
も
増
え
、
ま
た
、
利
用
団
体
と

町
内
団
体
と
の
交
流
が
広
が
る
の
で

は
な
い
か
。
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

足寄高等学校野球部来町（令和元年 8月）　

Ａ
【
笹
川
町
長
】　
パ
ロ
マ
ウ
ツ
ナ
イ

川
整
備
に
つ
い
て
は
、
現
況
を
把
握
し

な
が
ら
補
修
及
び
工
事
に
よ
り
維
持
管

理
を
行
っ
て
お
り
、
平
成
26
年
、
27
年

度
に
改
修
工
事
を
行
い
、
そ
の
後
、
農

地
の
浸
水
な
ど
大
き
な
被
害
も
な
く
適

正
に
管
理
さ
れ
て
い
る
。
今
後
も
床
さ

ら
い
な
ど
河
川
の
維
持
の
努
め
、
引
き

続
き
適
正
な
管
理
を
し
て
い
く
。
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総務産業・文教厚生常任委員会町内合同所管事務調査

議会からのたより
第41号

　令和元年９月１３日に総務産業常任委員会と文教厚生常任委員会による町内合同所管事務調査（現地調査）
が行われ、午前中には現地調査活動として、丸松地区海岸保全整備事業の状況等を調査し、午後からは各常任
委員会に分かれ、議会審議の参考に資するため、担当者への事情聴取が行われた。

現地調査活動

事情聴取での調査活動事項

　当該事業の構成員は、遠別漁協青年部、ＪＡオロロン青年部遠別ブロッ
ク、遠別商工会青年部、主に役場職員の個人会員の合計５５名で構成
される青年部連携地域活性化実行委員会で、地域イベント事業などによ
り、まちの振興、地域経済の活性化を図ることを目的に設立された。平
成２９年度は、ひらめ底建網オーナーｉｎ遠別他３事業。平成３０年度
は平成２９年度事業に小学生を対象にした農業・漁業の職場体験を行う
事業を追加した４事業。今年度は、さらに山菜まつり事業他２事業を追
加し、６事業が実施済みである。遠別町を担う若い人達が地域の活性
化のために集まって活動されているのは好ましいことである。現時点で
は主催事業は少ないが、今後の活動に期待したい。

総務産業常任委員会 －　青年部連携地域活性化事業の取り組み状況について　－

8/17　子ども夏まつり

　公衆浴場利用者の状況、施設利用の状況などの聞き取りを行った。
公衆浴場利用者状況については、老人福祉センターに公衆浴場があった
時と比較し、オープン当初は多い状況であったが、現在の利用状況はほ
ぼ同じで特に苦情等もない。施設の利用状況については、地域支え合い
サロン、老人クラブ、その他社協関係団体などが会議室を多く利用して
いる。その他、多世代交流事業として、４回にわたり、イベントを開催し、
絵本読み聞かせ、昔遊び交流などを行い、７月２０日には「なごーみオー
プン１周年記念事業」として、ライブショーとビアガーデンを開催し、約
２００人の町民が参加した。今後も引き続き、子どもからお年寄りまで、
多世代が交流できる憩いの場としての役割を果たすべく、指定管理者で
ある社会福祉協議会と連携し、施設の運営に当たっていただきたい。

文教厚生常任委員会 －　なごーみの利用状況等について　－

なごーみオープン1周年記念事業

丸松地区海岸保全整備事業の状況 作況状況〈久光〉 遠別中学校校舎（内部）の状況

道の駅の状況 旭温泉（内部）の状況 なごーみの状況
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総務産業・文教厚生常任委員会道内合同所管事務調査

議会からのたより
第41号

　令和元年１０月２日から４日にかけて、総務産業常任委員会と文教厚生常任委員会による道内合同所管事務調
査が行われ、総務産業常任委員会柏谷委員長外２名、文教厚生常任委員会山本委員長外３名、議長、派遣職
員１名、随行職員２名の計１１名が出席した。

　2018 年９月６日の胆振東部大震災
では、厚真町で震度７を観測し、人的被害は
死者３７名、負傷者６７名、住家被害は、全壊
２３３棟を含む１，６４７棟で、翌日の各避難所
への避難者は１，１１８名であった。１年余り経
過した現在において、農地や道路など復旧工
事が町内各所で施工されているが、未だに未
施工の災害現場もある。応急仮設住宅は、ト
レーラーハウス、みなし仮設住宅を含め８地
区に１８１戸を建設し、令和元年１０月現在で、
１６４世帯、３６６名が居住している。迅速な仮設住宅の整備等により、被災から約３ヶ月後の１２月６日に町内
全ての避難所を閉鎖している。仮設住宅入居者には、孤立防止や生活支援相談員の配置などを行っている。
　厚真町の実体験から、日頃から災害に向けた備えが大切であり、行政として、受援体制、避難所運営、国・道・

捜索機関等との連絡調整を行う指揮所運営などの訓練、情
報収集・発信体制、避難行動要支援者名簿の更新、福祉避
難所とペット同伴者対策の検討、インフラの強化、電源対
策が必要である。住民も、防災情報を入手し、ハザードマップ、
自主避難、家族等の安否確認などを含めた避難訓練、行政
と連携した避難所運営訓練が必要。応急・復旧については、
災害対策現地情報連絡員の派遣、国や道と連携し、応急期
の技術者や職員の確保、国や道からの中長期派遣に伴う普
及支援機動部隊の制度化、移動電源車や移動基地局の確
保、燃料や食料を含む各界の広域応援体制の整備が必要。
メンタルヘルスケア等の研修、地域の団結力と自治能力の向
上、自主防災組織や防災マスターの育成が必要である。

総務産業常任委員会 －　①災害復旧に向けた取組みについて（厚真町）　－

　ふるさと創生事業基金等を活用し、町が将来にわたり活力と魅力あるまちづくりに資する人材育成の
ため、町内に住所を有し、または町内に勤務する者及び町内で活動している団体やグループに対し、自ら行う研修・
交流事業等に助成している。助成内容は人材育成研修事業は経費の２／３以内で、研修派遣については、上限
は国内が一人１５万円、国外が一人５０万円。地域活性化交流促進事業は、経費の１／２以内で、国内外の交流
促進を目的に派遣する事業の上限は国内一人５万円、国外一人２５万円。今年度からの事業で、研修派遣事業
が２件実施済みで今後４件の研修派遣事業が予定されている。中にはファームレストラン経営を目指す個人によ
る海外研修事業が含まれている。
　高齢化が進む当町において、将来における町の活力
と魅力あるまちづくりに資する人材育成は必要である。
　当町においては、農業・漁業の後継者育成支援、各
種団体への補助による育成支援を行っているところであ
るが、今後の遠別町を担う人材育成において、有望な
個人の資質向上を支援することも遠別町の活性化の先
行投資として必要な時期にきている。雨竜町の取組み
はその一つの方法であり、その取組みを参考に遠別町
にあった人材育成政策を望むものである。

－　②人材育成・うりゅうの未来のまち・ひとづくり事業について（雨竜町）　－

雨竜町議会議場にて

10月3日

10月4日

調査報告

調査報告

次
ペ
ー
ジ
に
つ
づ
く

11



議会からのたより
第41号

議会を傍聴してみませんか
次の定例会は３月上旬 の開催予定です。

【お問い合わせ】
　議会事務局
　電　話　７－２１４７（直通）
　メール　gikai@town.embetsu.hokkaido.jp

詳しくはテレビ電話でご確認ください。

　奈井江町立国民健康保険病院において、人口減少や高齢
化の進行による将来の人口構造を見据え、適正な病床の在り方や地域
の中で安心して生活を続けられる環境づくりに、病院として何ができる
のかなどの検討を行い、平成２８年４月に病床数を９６床から５０床に
削減し、空き病棟となった３階部分をサービス付き高齢者向け住宅に
することとした。
　まとめとして、町立国民健康保険病院内にサービス付
高齢者向け住宅を設置したことにより、医療と介護の一体的
なサービスが提供され、高齢者が安心して暮らせる住まいづ
くり（定住促進）、「生涯活躍のまち」構想による、いきがい
づくりを推進している。当町においては、現在、「病院のあ
り方検討委員会」において、町立国保病院の今後について、
検討がなされているが、奈井江町同様、人口減、高齢化が
進む遠別町においても、医療、介護、定住促進を一体的に
進める方策の一つとして有効であると考える。

文教厚生常任委員会 －　サービス付高齢者向け住宅について（奈井江町）　－ 10月2日

調査報告

12



議会からのたより
第41号

シリーズ

あとがき（白井委員）

　本年 2020 年は東京オリンピックが開催され、国内外の方々
の盛り上がりが期待される。日本選手団の「ONE TEAM 」で
の活躍を期待したい。
　今年の干支は「子

ね

」年、十
じっかん

干は「庚
かのえ

」で十二支の「子｣ と
の組み合わせは相性が良いと言われている。新しい事にチャ
レンジするのに適しており、加えて、子孫繁栄と共に十二支の
トップバッタ－ということもあって ｢種の中に新しい生命が生
まれた状態＝命の始まり」 という意味合いも持っている。少
子化が進む現代において、
子供を願う一組でも多くの
夫婦に新しい命が宿ってほ
しいと願うばかりである。

議会報発行特別委員会
委 員 長　　小森　嘉孝
副委員長　　山下　　悟
委　　員　　白井　金治

えんべつ町民 独占インタビュー

遠別中学校野球部３年

千葉　京
けい
史
し
君（左）

遠別中学校女子バレーボール部３年

笹川　琉
る な
那さん（右）

　これまでの中学校生活を振り返ると生徒会、クラ
スにおいてみんなをまとめる苦労があった。部活動で
は少人数で近隣町村との合同チームとなり、練習やコ
ミュニケーションなどが難しい状況ではあったが、野
球、バレーボールそれぞれ全道大会に出場することが
できた。応援してくれた笹川町長を始め、町民の皆さ
んに感謝したいと話す二人。まちの印象を聞いてみる
と、昔から野球、バレーボールなどスポーツが盛んで、
小さい子から高齢の方まで仲が良く、特に町内会活動
がとても充実している。ＩＰ電話を利用したイベントの
告知や、町内が静かで暮らしやすいところが気に入っ
ているとのこと。最後に将来の夢を聞いたところ、千
葉君はプロ野球選手、笹川さんは保育士になりたいと
のこと。野球の強豪校に進学予定の千葉君には是非プ
ロ野球選手になって「出身は遠別町です！」と胸を張っ
て「えんべつ」をＰＲしてもらい、小さい子が大好きだ
という笹川さんには是非「えんべつ」で保育士として
活躍してもらいたいものである。（文責　山下副委員長）

◎遠別町の住民をピックアップし、まちの印象
や、行政、議会に対しての思いなどをインタ
ビューし、議会活動に役立ていきます。

静かで暮らしやすい「えんべつ」がすき

Vol.2

　６ページのタイトル写真は、11月21日、
遠別小学校２年生３名、先生１名が生活
科「えがおのひみつたんけんたい」の学
習で議場を見学した際に撮影しました。

タ イ ト ル 写 真
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